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1 ・わき社協 この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により作成しています

たくさんの参加をお待ちしていますたくさんの参加をお待ちしています

子育てサロンクローバーの
手づくりパン定期販売

2月16日、3月15日、4月19日
（毎月第3火曜日）10：00～11：30
和木2丁目第3集会所
会費　100円（1家族）

日時
  3月10日（水）・4月13日（水）
  15：00～15：30
  ※2月はお休みです。

場所
  和木町総合福祉会館１階ロビー

相談ごとは…

なにか困ったことがあれば
下記まで。

　■毎週水・金曜日■
　８：３０～１６：００
　☎５２－１６１６

お気軽にご相談ください。

厚生労働大臣表彰を受賞
　12月22日、山口県庁で社会福祉
功労者に対する厚生労働大臣表彰
（共同募金運動奉仕功労団体）の
伝達式が行われ、和木町婦人会が
表彰を受けられました。和木町婦
人会は、「赤い羽根共同募金奉仕
活動」を昭和42年から継続してお
り、また、一昨年の豪雨災害で
は、炊き出し等のボランティア活
動を積極的に行いました。これか
らもご活躍を期待しています。



2 ・わき社協

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に

み
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
民
の
皆
様
に
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
諸
事
業
に
対
し
ま
し
て
格
別
な

る
ご
理
解
の
も
と
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

特
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、

自
治
会
連
合
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

婦
人
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

皆
様
方
に
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
て
地
域
福
祉
事
業
を
大
過
な
く
遂
行

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま

し
て
重
ね
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

昨
年
「
第
5
次
福
祉
の
輪
づ
く
り
運
動
推

進
県
域
活
動
計
画
」
を
発
表
し
、
核
家
族

化
と
人
々
の
生
き
方
暮
ら
し
方
等
生
活
様

式
の
多
様
化
に
よ
る
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
に
加
え
急
速
な
る
高
齢
化
に
対
応

し
、
共
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
充
実

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
第
５
次
福
祉
の
輪
づ
く
り
運
動

推
進
活
動
計
画
」
を
ふ
ま
え
我
が
和
木
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
高

齢
者
が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
元
気
で
明

る
く
暮
ら
せ
る
よ
う
町
行
政
を
は
じ
め
福

祉
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
等
各
種
団
体
と

共
に
「
見
守
り
支
え
会
い
活
動
」「
ふ
れ

あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
を
始
め
と
す
る

各
種
地
域
福
祉
活
動
を
更
に
充
実
さ
せ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
今
年
一
年
が
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り

年
頭
に
あ
た
り

　

皆
様
方
に
は
、

お
健
や
か
な
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
和

木
町
行
政
・
社
会

福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
福
祉
員
・
地
区
住
民

の
皆
様
方
に
は
、
民
児
協
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り
、
地
域
に
お

け
る
子
ど
も
の
安
全
、
高
齢
者
の
安
心
・
安
全

を
巡
る
課
題
、
全
国
的
に
認
知
症
の
人
が
増
え

て
い
る
近
年
、
認
知
症
高
齢
者
を
巡
る
課
題
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
地
域
包
括
ケ
ア
や
医
療
と

介
護
の
連
携
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
誰
が
認

知
症
に
な
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
い
う
状
況

に
あ
る
現
在
、
地
域
の
み
ん
な
が
認
知
症
へ
の

正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
同
士

が
地
域
で
支
え
合
う
あ
り
方
の
ヒ
ン
ト
に
な
る

の
で
は
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
を
良
く
知

る
民
生
委
員
児
童
委
員
が
、
ま
ず
は
、
認
知
症

の
人
と
家
族
の
心
を
支
え
る
一
番
近
く
の
理
解

者
で
あ
り
、
身
近
な
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
れ
る
よ

う
に
、
各
地
域
で
助
け
合
い
と
思
い
や
り
、
近

隣
の
絆
を
大
切
に
し
た
地
域
福
祉
増
進
の
一
助

と
し
て
、
民
児
協
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

和
木
町
民
児
協
で
は
、
毎
月
一
度
の
定
例
会

で
課
題
研
修
や
、
各
委
員
の
事
例
に
よ
る
研
修

を
行
な
い
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
に
資
す
る

よ
う
に
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
み
ん
な
で
学
び

合
い
、
支
え
合
う
場
と
い
う
視
点
で
、
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ
連
協
の
一
員
と

し
て
、
ボ
連
協
・
社
協
の
行
事
に
参
加
す
る
な

ど
、
各
地
域
で
の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
務
め

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
多
忙
で
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
各
委
員
は
、「
大
変
、
だ

け
ど
楽
し
い
。
大
変
、だ
け
ど
嬉
し
い
。
大
変
、

だ
け
ど
面
白
い
。」
と
い
う
も
の
を
見
つ
け
て
、

や
り
甲
斐
を
感
じ
、
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
自
覚
と
温
か
い
心
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
活
動
の
一
つ
に
見
守
り
活
動
が

あ
り
ま
す
が
、
和
木
町
で
は
昨
年
「
地
域
見
守

り
支
え
合
い
体
制
強
化
事
業
」が
組
織
化
さ
れ
、

組
織
に
加
わ
っ
て
頂
い
た
各
事
業
所
お
よ
び
福

祉
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、大
変
心
強
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
十
二
月
に
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

全
国
一
斉
改
選
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
現
在
、
山

の
手
地
区
が
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
是

非
と
も
、
一
日
も
早
く
、
全
地
区
委
員
が
揃
う

こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
く
委
員

に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
各
地
域
の
皆
さ
ん
と
の

素
敵
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
、
過
度
に
気
負
わ

な
い
で
、
民
生
委
員
児
童
委
員
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
明
る
い
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
穏
や

か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の
益
々

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

迎
　
春

迎
　
春

和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

会
長　

田  

尾　

  

勲

和
木
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

森
田
眞
須
美



3 ・わき社協

役　　　　員　任期満了による、社会福祉協議会の新しい役員
（理事および監事、評議員、福祉員）が選出され、
田尾勲氏が会長に選任されました。また、副会長
には沖道明氏と森田眞須美氏が選任されました。
　新役員の方々には、地域福祉推進のためにご尽力頂くことになりま
すので、皆さま方のご支援、ご協力をお願い申し上げます。また、退
任されました理事、監事、評議員、福祉員の皆さま方のご在任中のご
指導、ご協力に厚く感謝申し上げます。ありがとうございました。

　

福
祉
員
と
は
、
住
民
の
最
も
身
近
な
地

区
に
お
い
て
、
福
祉
問
題
や
ニ
ー
ズ
を
発

見
し
、
解
決
の
た
め
に
近
隣
住
民
に
働
き

か
け
、
民
生
委
員
児
童
委
員
さ
ん
な
ど
と

協
力
し
て
活
動
を
推
進
し
て
い
き
、
社
会

福
祉
協
議
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
地
区

の
福
祉
活
動
家
で
す
。

　主
な
役
割
と
し
て
は･･･

①
担
当
地
区
内
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

②
地
区
で
の
福
祉
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

③
福
祉
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
へ
の
見
守

り
体
制
の
「
要
」

④
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
福
祉
関
係
者

へ
の
連
絡
と
協
働

⑤
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
へ
の
協
力

な
ど
な
ど
で
す
。

　

和
木
町
で
は
現
在
、
67
名
の
福
祉
員
さ

ん
に
お
願
い
し
て
、
地
域
福
祉
活
動
推
進

の
た
め
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

関ヶ浜１◎
　〃　

関ヶ浜２◎
　〃　
　〃　

緑ヶ丘◎
　〃　
　〃　
　〃　

大谷◎
瀬田１◎
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　

瀬田２◎
　〃　
　〃　
　〃　
　〃　

つつじヶ丘◎
〃
〃

関 本 武 司
村 中 正 紀
森 川 一 郎
伊 藤 嘉 國
武 田 正 雪
大 石 　 孝
吉本屋　亜希子
谷 口 清 美
和 泉 勇 次
宗 正 隆 司
川 本 洋 子
長 崎 貞 子
岡　田　あかね
岡　田　千賀子
村 上 富 子
松 並 盛 登
古　川　由紀子
末　岡　ヒトミ
高　木　佐代子
可 部 義 正
吉 岡 久 子
松 岡 英 登
井　口　美智子

地　区 氏　　名
蜂ヶ峯◎
上組◎ 

〃
〃
〃

前組◎ 
〃
〃

背戸場◎
〃

下組◎
〃

中組◎ 
〃
〃
〃

山の手◎
〃

曙◎
〃
〃

三井社宅◎
中開◎

河　野　喜佐子
米 元 恭 子
岡 田 邦 子
川 下 妙 子
永 井 和 子
木 谷 公 明
秋 元 政 信
松　下　ふみ江
森 田 孝 雄
灰　岡　多賀子
中 岡 章 夫
佐 伯 文 子
藤　本　美沙子
岡 﨑 尚 子
釜 野 政 子
村 上 幸 子
中 田 颯 男
嘉　藤　多恵子
末 岡 道 子
市 林 泰 子
田 中 二 三
吉 田 亮 平
嘉 屋 英 夫

地　区 氏　　名
中開◎

〃
加賀開◎

〃
〃

上灰場◎
〃
〃
〃

中灰場◎ 
〃
〃
〃

沖灰場◎
〃
〃
〃

新地◎
〃
〃
〃

金 林 盛 昭
大　嶽　芙美子
村 上 敏 子
山 本 伸 子
上　村　ハツ子
藤 高 孝 子
村　田　みゆき
大　谷　マチエ
讃 井 啓 子
灰 岡 裕 美
村 中 徹 夫
佐　伯　シズエ
池 田 洋 子
槇 島 昭 男
嶋　谷　みはる
﨑　本　みどり
中 岡 陽 子
穂 積 由 美
上 岡 啓 子
星 野 芳 恵
松 本 保 子

地　区 氏　　名

福
祉
員
っ
て
何
す
る
の
??

　このたび、任期満了に伴う理事、
監事、評議員の改選が行われ、次の
とおり選任されました。

任 期　自　平成27年10月16日
            至　平成29年10月15日

会 長

副会長

副会長

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

役 職 名

田 尾 　 　 勲

沖 　 　 道 明

森     田     眞 須 美

佐 藤 昌 弘

樫 山 雅 亮

大 友 　 　 勝

西 村 澄 子

井 原 洵 子

正 中 佳 代

村 中 義 信

田 中 雅 彦

藤 本 亮 惠

嘉 屋 博 毅

有 馬 將 雄

嘉 屋 政 雄

氏　　　名

あなたの地区の評議員・福祉員さんのご紹介 ◎は評議員

任期満了に
伴う役員
任期満了に
伴う役員 改 選 !!



4 ・わき社協

歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会

　

12
月
５
日
、
中
開
遊
園
地
で
毎
年
恒
例

の
「
歳
末
福
祉
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
に
住
む
高
齢
者
と
親

和
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
の
会
員
の
み

な
さ
ん
、
和
木
中
学
校
の
生
徒
を
含
む
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
や
保
育
所
の
園
児
た
ち

ま
で
も
が
駆
け
つ
け
、
総
勢
約
２
３
０
名

の
世
代
を
超
え
た
人
出
で
、
大
変
な
賑
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
こ
の
行
事
。
天
候
が
心
配

で
し
た
が
も
ち
つ
き
日
和
と
な
り
、
つ
き

た
て
の
焼
き
も
ち
や
雑
炊
を
食
し
な
が
ら

の
お
も
ち
つ
き
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も

賑
や
か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。　

　１０月３０日、宇部市渡辺翁記念会館で第６５回山口県総
合社会福祉大会が開催され、和木町から次の方々が表彰を
受けられました。　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

☆ 山口県知事表彰
　（ボランティア及びボランティアグループ）
　　　通地巖
　　　青い鳥グループ

☆ 山口県社会福祉協議会長表彰
　（社会福祉事業協助者）
　　　大友　　勝・佐藤　昌弘・川本　洋子
　　　千野　敏子・和田　幸美・吉國　昌子
　　　村上　敏子・谷鶴　享子・松並　末乃
　　　正中　佳代・松本マチ子

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

賑
や
か
な
も
ち
つ
き
大
会

　１２月１３日、周南市山口県周南総合庁舎
さくらホールで山口県赤十字大会が開催さ
れ、次の方々が表彰を受けられました。
　今回の表彰は、多年にわたり赤十字の活動
を支えるボランティアとして貢献されてきた
ことによるものです。 （順不同・敬称略）
　
　☆ 日本赤十字社金色有功章
　　　和木町赤十字奉仕団（和木町婦人会）
　
　☆ 日本赤十字社山口県支部長感謝状
　　　西田敏子（元和木町婦人会長）

赤十字事業に貢献赤十字事業に貢献

おめでと
う

ございま
すおめでと
う

ございま
す

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

これからもご活躍を期待しています。これからもご活躍を期待しています。

☆ 社会福祉に貢献 ☆
晴れの受賞おめでとうございます♪

☆ 社会福祉に貢献 ☆
晴れの受賞おめでとうございます♪



5 ・わき社協

　１１月１日、毎年恒例の福祉バザーを、今年度も「わき愛あいフェスティバル」の会場で開催しまし
た。この福祉バザーは皆さんからお寄せいただいた、ご家庭で眠っている物品のご提供により、毎年盛
大なにぎわいをみせています。皆さんの多大なご協力のおかげで、多額の収益をあげることができまし
た。ありがとうございました。

　なお、バザー用品を快く提供してくださいました方々、ご購入してくださいました方々、そしてその収集、
運搬にご尽力してくださいました方々に感謝いたします。

福 祉 バ ザ ー

民生委員児童委員協議会
（ た い 焼 き ）

レッツ　だがし屋
（小学生による駄菓子販売）
ふれあい工房クローバー
（手づくりパン）

合　　　計

社会福祉協議会

284,135円

55,500円

612円

69,540円

409,787円

中学校ステージ近く
街 頭 募 金

中学校駐輪場近く
街 頭 募 金

中学校体育館近く
街 頭 募 金

合　　　計

和木町共同募金委員会

14,926円

15,071円

26,476円

56,473円

第29回 わき愛あいフェスティバルに於いて寄せられた寄付金・売上金

福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!福祉バザー開催!!
わき愛あいフェスティバル

大盛況の福祉バザー

収益の
ご報告

～ 　　　 ～
収益の
ご報告
～ 　　　 ～

ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!ふれあい・いきいきサロンへ、ズームインっ!!
☆元気の源は〝笑い〟から☆☆元気の源は〝笑い〟から☆

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　

当
サ
ロ
ン
は
週
１
回
の
カ
ラ
オ
ケ

が
主
な
行
事
で
、
毎
回
10
人
前
後
の

参
加
が
あ
り
１
人
３
〜
４
曲
、
そ
れ

ぞ
れ
が
好
き
な
曲
を
思
う
存
分
声
に

し
、
堅
苦
し
さ
も
な
く
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
雰
囲
気
の
な
か
活
動

し
て
い
ま
す
。
年
齢
は
70
歳
代
後
半

か
ら
90
歳
代
で
懐
か
し
の
昭
和
歌
謡

か
ら
新
曲
に
挑
戦
さ
れ
る
人
な
ど

様
々
で
す
。
間
に
は
女
性
陣
が
淹
れ

て
く
れ
ま
す
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
取

り
、
世
間
話
か
ら
社
会
情
勢
の
話
題

で
花
が
咲
き
、
和
や
か
な
ひ
と
時
で

す
。

　

他
地
区
の
人
の
飛
び
入
り
参
加
も

大
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
第
一

街頭募金活動街頭募金活動

活動場所　和木1丁目集会所
活動日時　毎週木曜日
活動地区　上組・前組
代表者名　大野秀利
会 員 数　16名

　昨年の１２月１１日、ＪＲ和木駅・丸久和木店前で共
同募金の街頭募金を行いました。
　和木中学校の生徒２０名とともに、元気よく温かみの
ある募金活動となり、たくさんの方々のご協力を得るこ
とができました。
　寒いなか協力してくださった皆さん、本当にありがと
うございました。



＝ 心配ごと相談 ＝

＝ ボランティアサービス ＝

＝ 赤ちゃん絵本贈呈 ＝

＝ 在宅ねたきり高齢者介護者援助 ＝

＝ 低所得者援護事業 ＝

＝ 葬祭事業 ＝

社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています社協では、こんなことをしています

6 ・わき社協

●サービス内容
　ひろく住民の日常生活上の、あらゆる心配ご
との相談に応じ、適切な助言・指導を行う。
※秘密厳守
●対　象　者
　町内在住の方
●実　施　日
　毎週水・金曜日
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
和木町総合福祉会館相談室
和木町和木 2-15-22
☎53-2822

●サービス内容
　家屋の補修
●対　象　者
　低所得世帯、ひとり暮らし高齢者、
　身体障害者
●実　施　日
　随　時
●利用者負担金
　材料費等

●サービスの内容
　乳幼児の心身の発育を支援するとともに、絵
本を介しての親子のふれあいの時間を共有す
ることを推奨する活動として、絵本を贈呈す
る。
●対　象　者
　０歳児
●実　施　日
　年４回
●利用者負担金
　無料
●備　　　考
　絵本２冊（手さげバック付き）

●サービス内容
在宅のねたきり高齢者を介護する方に対して、
見舞金を支給して、その労苦を慰謝激励する。
●対　象　者
在宅ねたきり高齢者の介護者
●実　施　日
毎年１２月
●利用者負担金
なし
●備　　　考
支給金額 10,000 円／年

●サービス内容
　低所得世帯に対して、援助する。
●対　象　者
　低所得世帯
●実　施　日
　定時
●利用者負担金
　なし
●備　　　考
　小中学校修学旅行、
　中学校グリーンスクール・スカイスクール

●サービスの内容
　葬祭事業の助言
●対　象　者
　一般
●実　施　日
　随時
●利用者負担金
　町内実施（単価表の範囲内）
　町外実施（利用施設の単価による）
●備　　　考
　機材の貸し出し。



7 ・わき社協

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
つ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
行
事
へ
の
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
十
七
年
度
の
行
事
も
順
調
に
終
了
し
つ
つ
、あ
と
少
し
残
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
山
口
県
で
開
催
さ
れ
、
和
木
町
で
は
ゴ
ル

フ
の
大
会
で
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
蜂
ヶ
峯
公
園
の
草
刈
り
を
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
大
勢
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
気
持
ち
良
く
選
手
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
皆
様
の
お
も
て
な
し
の
心
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

十
二
月
五
日
の
福
祉
も
ち
つ
き
大
会
は
、
会
場
を
中
開
遊
園
地
に
移
し
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
中
学
生
が
大
活
躍
。
も
ち
つ
き
に
手
水
に
頑
張
っ
た
男
子
生
徒
に
大
感
激
。
読
売
新
聞
、

中
国
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
八
日
に
は
わ
き
あ
い
あ
い
苑
、
一
月
二
十
二
日
に
保
育
所
の
も
ち
つ
き
を
し
て
、
今

年
度
の
行
事
も
終
了
し
ま
す
。

　

手
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
活
動
致
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
で
大
き
な
災
害
が
続
き
心
を
痛
め
て
い
ま
す
。
今
年
こ
そ
平
穏
な
年
で
あ
り

ま
す
様
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
会
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　ボ連協、２７年の締めくくりの行事は、わき
あいあい苑もちつき大会です。
　１２月１８日、会員２１名の方々の参加で行
われました。大食堂にうす二つを備えて、も
ち米１５㎏をつきます。鏡もち、平もち、あん
餅を作りました。
　たくさんの方々が周りを囲む中、入所者の
方や職員の方にもついていただきました。
　短い時間でしたが、歳末の雰囲気を味わっ
ていただけたら幸いです。

和
木
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　

会
長　

井
原　

洵
子

謹
賀
新
年

　町内のゴミ集積場近くに設置してある「アル
ミ缶回収箱」のアルミ缶を回収するボランティ
アを募集します。
　内容など詳細につきましては、社会福祉協議
会（☎52-8644）までご連絡ください。

　再生封筒づくりの紙を回収しています。福祉会
館、役場の回収箱へお願いします。

（清和会）

　アルミ缶の回収にご協力ください。資源サイク
ル活動と福祉資金になります。町内の回収箱へ。

（缶ペコグループ）
 
　点訳ボランティアの仲間を募集しています。

（点訳すばるの会）

　リングプル（アルミ缶）を回収しています。ペッ
トボトルにはつめず、ビニール袋や紙袋等につめ
て、福祉会館までお願い致します。　　　（青い鳥）

　手芸が好きな方でボランティアをしてみたい方
を、男女問わず募集します。平日に集まって活動
します。

ぼらんてぃあのことならボ連協へ⇒☎52-8644
（社会福祉協議会内）

　毎年、大竹市との交流会を行っています。今年は１１月
１０日に、和木町でパットゴルフ大会を行いました。
　和木と大竹で混合チームを作り、コースの攻略法など話
しながら楽しくラウンドしました。ホールインワンが出る
たび、歓声やハイタッチで盛り上がりました。
　当日はお天気にも恵まれて汗ばむほどでした。パットゴ
ルフの後はバンガローへ場所を移し、表彰式や、楽しいク
イズやゲームなどで楽しみました。
　最後にお互いの手作りのお土産を交換し、また来年の再
会を楽しみにお別れしました。

大竹市ボ連協との交流研修会

わきあいあい苑
もちつき大会
わきあいあい苑
もちつき大会

“缶ペコ”ボランティア募集 !!“缶ペコ”ボランティア募集 !!

手づくりグループのボランティア募集 !!手づくりグループのボランティア募集 !!



8 ・わき社協

　前号で掲載した赤い羽根共同募金のまちがい
さがしの答えです。

① 希望くんの目のしわ
② つみきの向き
③ 掲示板の〇月生まれ
④ 右の幼稚園バッグのヒモの長さ
⑤ 野球のボール（車のおもちゃ）

正解者：川本様、森脇様、植木様、鵜飼様、岡様、
　　　　山本様

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

も
社
協
な
ら
び
に
職
員
一
同
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

年
末
年
始
は
例
年
よ
り
も
暖
か
く
、
ど
う
な
ん

だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や

く
冬
ら
し
い
、
と
て
も
冷
た
い
空
気
が
流
れ
て
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
号
の
記
事
に
も
あ
り
ま
す
、
歳
末
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
餅
つ
き
」。
昔
に
比
べ
一
般

家
庭
で
の
餅
つ
き
は
減
少
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

自
治
会
や
子
供
会
の
行
事
な
ど
で
は
ま
だ
ま
だ
人

気
が
あ
る
よ
う
で
す
。
社
協
の
歳
末
福
祉
も
ち
つ

き
大
会
終
了
後
も
、
餅
つ
き
の
主
役
で
も
あ
る
臼

や
杵
を
借
り
に
来
ら
れ
る
団
体
さ
ん
が
多
々
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
伝
統
行
事
を
地
域
で
体
験

し
、
次
世
代
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
（
両
）

あ
し
あ
と

寄付のお礼
（平成27年10月1日から12月31日現在 順不同）

　社会福祉協議会に、上記の方からご寄付をいただきました。ご厚
情に対して厚くお礼申し上げます。
　この浄財は、和木町内の地域福祉事業を推進するために、有意
義に活用させていただきます。なお、社会福祉協議会では、香典の
お返し、お見舞い返し、チャリティー等のご寄付を常時受け付けてお
ります。
※「社会福祉協議会」へのご寄付は、所得税の控除対象となる寄付
金に指定されています。
※金額につきましては、本人様の同意に基づいて掲載しています。

灰
岡
照
子 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

宮
本
蒔
夫 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

宗
正
隆
司 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

与
三
本
愛
子 

様

　
　

7
0
，
0
0
0
円

斎
木
ミ
ツ
子 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

竹
野
英
夫 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

高
津
浩
二 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

木
村
淳 

様

　

1
0
0
，
0
0
0
円

岡
田
英
治 

様

　
　
　
　
　
　

金
一
封

清
水　

充 

様  

金
一
封

本
家　

好 

様  

金
一
封

葎
口
接
子 

様（
3
件
）

　
　
　
　
　
　

金
一
封

杉
本
数
義 

様  

金
一
封

匿
名 

様　
　

  

金
一
封

匿
名 

様　
　

  

金
一
封

給
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
く
し
会 

様

　
　

2
0
，
0
0
0
円

岩
国
組
仏
教
婦
人
会
連

盟 

様

　
　

3
0
，
0
0
0
円

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売

所 

様

　
　

1
0
，
0
0
0
円

香
典
返
し

香
典
返
し

香
典
返
し

一
般
寄
付

一
般
寄
付

葵（あおい）ちゃん

一翔（かずと）くん 琉晟（りゅうせい）くん

哲平（てっぺい）くん菜乃夏（なのか）ちゃん瑛都（あきと）くん 幹太郎（かんたろう）くん

新（あらた）くん

達義（たつよし）くん 想太（そうた）くん

新しい生命新しい生命新しい生命新しい生命

～赤ちゃん絵本のプレゼント～

民生委員さんと一緒に絵本のプ
レゼントをしました。 元気な赤
ちゃんのかわいいお顔で癒されて
ください。

　※申込用紙は社協窓口に
　　あります。

お
見
舞
い
返
し

お
見
舞
い
返
し

ま ち が い さ が し の 答 え
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